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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

日
本
共
産
党
、
改
革
の
し
ろ
）
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介
護
保
険
料
負
担
増
へ
の
市
の
考
え
は

質　

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
が
、
月
額
で
１
０
２

５
円
増
額
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
保
険
料
の
高
さ
に
年
金
生

活
者
が
負
担
の
重
さ
を
訴
え
て
い
る
。
市
と
し
て
、
こ
う
し

た
声
に
ど
う
答
え
る
の
か
。

答　

保
険
料
に
つ
い
て
は
増
加
状
況
が
続
い
て
お
り
、
多
く

が
年
金
生
活
者
で
あ
る
第
１
号
被
保
険
者
に
と
っ
て
は
、
負

担
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
介
護
予
防
や
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、
元
気
な
高
齢
者
の
増
加
を
図
る
な
ど
、
保
険
料

の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
く
た

め
、
市
民
の
皆
様
に
は
御
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

脳
ド
ッ
ク
検
診
へ
の
助
成
の
考
え
は

質　

脳
血
管
疾
患
や
脳
腫
瘍
な
ど
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
と

し
て
脳
ド
ッ
ク
が
有
効
だ
が
、
高
額
な
費
用
が
か
か
る
。
脳

疾
患
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
促
進
す
る
た
め
、

脳
ド
ッ
ク
検
診
へ
の
助
成
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　

市
で
は
、
食
生
活
、
運
動
、
禁
煙
等
に
つ
い
て
、
医

師
に
よ
る
講
話
、
調
理
実
習
に
お
け
る
減
塩
指
導
等
の
生
活

習
慣
改
善
や
疾
病
予
防
対
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

脳
ド
ッ
ク
は
、
検
診
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
助
成
費

用
も
多
額
の
経
費
を
要
す
る
た
め
、
実
施
に
つ
い
て
は
今
後

も
検
討
を
続
け
る
と
と
も
に
、
予
防
事
業
の
充
実
・
強
化
に

努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
能
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方

○
小
規
模
小
学
校
、
中
学
校
の
統
合

私
に
は
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
の
具
体
的
な
中
身

質　

最
初
の
市
長
選
で
12
項
目
を
公
約
さ
れ
た
が
、
総
花
的

印
象
も
受
け
る
。
そ
の
成
果
と
反
省
点
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

市
長
就
任
後
、
合
併
前
か
ら
の
課
題
、
新
市
の
行
政
対

応
や
当
面
す
る
課
題
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
私
の
思

い
描
く
能
代
市
の
将
来
に
向
け
、
能
代
市
総
合
計
画
を
策
定

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
、
関
係
指
標
等
に
見
ら
れ

る
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
課
題
と
し
て
は
、
さ
ら
な
る
人
口

減
少
・
少
子
化
対
策
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
等
と
捉
え
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
第
２
次
総
合
計
画
に
盛
り
込
む
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
現
状
と
今
後

質　

中
心
市
街
地
活
性
化
は
市
長
の
言
葉
の
端
々
か
ら
は
、

十
分
で
な
か
っ
た
と
も
受
け
と
め
ら
れ
る
。
能
代
で
は
何
が

問
題
で
、
行
政
は
何
に
緊
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。

答　

商
店
街
の
振
興
、
空
き
店
舗
や
老
朽
建
屋
対
策
、
能
代

北
高
跡
地
や
能
代
駅
前
の
公
設
市
場
跡
地
の
利
活
用
等
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
ま
た
、
取
り
組
み
に
当

た
っ
て
民
間
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
市
は
ど
の
よ
う

な
連
携
を
図
っ
て
い
く
の
か
が
課
題
で
あ
り
、
中
心
市
街
地

活
性
化
推
進
協
議
会
、
関
係
団
体
の
意
見
・
提
案
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
地
場
産
業
の
振
興

○
企
業
誘
致
の
効
果
的
な
支
援
策

○
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足

気
づ
い
た
こ
と
は
す
ぐ
行
う
市
の
働
き
方
改
革

質　

先
進
事
例
を
見
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
目
覚
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
テ
レ
ビ
会
議
な

ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
で
業
務
の
効
率
化
、
時
間
外
勤
務

問
題
に
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

本
庁
舎
と
二
ツ
井
町
庁
舎
の
職
員
が
参
集
す
る
会
議
の

場
合
、
庁
舎
間
の
移
動
時
間
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
の
意

見
が
職
員
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
負
担
軽
減
や
業
務
効
率
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
や
費
用
の
ほ
か
、
操
作

性
、
意
思
疎
通
や
効
果
的
な
議
論
が
で
き
る
か
等
、
運
用
上

の
課
題
が
な
い
か
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

市
職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
の
あ
り
方

質　

計
画
初
年
度
に
削
減
後
の
職
員
数
の
目
標
値
を
下
回
る

設
定
で
、
わ
か
り
づ
ら
い
計
画
に
な
っ
て
い
る
。
専
門
職
採

用
に
よ
る
業
務
改
善
で
、
業
務
量
を
減
ら
し
な
が
ら
質
の
維

持
が
重
要
で
あ
る
。
当
計
画
の
目
標
数
値
設
定
で
よ
い
か
。

答　

第
３
次
計
画
か
ら
は
、
年
々
増
加
す
る
再
任
用
職
員
を

新
た
に
目
標
数
に
組
み
入
れ
、
業
務
量
の
状
況
に
応
じ
た
職

員
数
を
設
定
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
目
標
値
と
な
っ
た
が
、

再
任
用
を
除
い
た
職
員
数
で
は
、
年
々
減
少
す
る
計
画
で
あ

る
。
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
人
材
も
変
化

す
る
た
め
、
専
門
性
も
考
慮
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
齊
藤
市
政
４
年
間
の
総
括
（
検
証
）

○
次
期
政
策
公
約
と
総
合
計
画
の
整
合
性

○
30
年
度
当
初
予
算
編
成
（
骨
格
予
算
）
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議
会
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会


